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城 里 町 が ７ 日 開 会 の 町 議 会 定 例 会 へ 提 出 し た 補

正 予 算 案 が 明 ら か に な っ た 。 主 な も の で は 、 道 の駅 か つ ら 移 転 事 業 関 連 で 測 量 な ど の 調 査 業 務 ２ ５５ ３ 万 １ ０ ０ ０ 円 、 基 本 設 計 に １ ５ ８ ９ 万 ５ ０ ００ 円 を 計 上 。 解 体 が 進 む 環 境 セ ン タ ー 跡 に 整 備 する ス ト ッ ク ヤ ー ド 整 備 に は 実 施 設 計 費 ２ ３ １ ２ 万２ ０ ０ ０ 円 を 盛 り 込 ん だ 。

　
県 が ２ ０ ２ １ 年 第 ４ 回 県

議 会 定 例 会 へ 提 出 し た 補 正予 算 案 （ 第 ６ 号 ） の う ち 、一 般 会 計 に お け る 新 規 分 の債 務 負 担 行 為 は 洞 峰 公 園 や赤 塚 公 園 の 管 理 運 営 に 係 る協 定 な ど で 設 定 し て い る 。企 業 会 計 で は 霞 ケ 浦 常 南 流域 下 水 道 な ど の 管 理 運 営 に係 る 協 定 の 締 結 に 向 け て 限度 額 を 設 定 し て い る 。　
洞 峰 公 園 の 管 理 運 営 は 、

洞 峰 わ く わ く 創 造 グ ル ー プの 代 表 で あ る ㈱ 長 大 つ く ば支 店 と 協 定 を 締 結 す る 。 期間 は

2 2～

3 1年 度 。 限 度 額 は

８ 億 ８ ０ ０ ０ 万 円 。　
赤 塚 公 園 は 筑 波 都 市 整 備

㈱ を 協 定 の 相 手 方 と し 、 期間 は

2 2年 度 、 限 度 額 は ３ ３

０ ０ 万 円 。 　
結 城 市 は 、 市 道 ０ １ ０ ９

号 線 （ 中 央 町 外 ） の 街 路 灯Ｌ Ｅ Ｄ 化 工 事 を 進 め て いる 。

1 2月 の 補 正 予 算 案 で は 、

追 加 の 工 事 費 １ ５ ０ ０ 万 円を 計 上 。 現 在 工 事 を 進 め てい る 箇 所 か ら 継 続 す る 区 間の 工 事 に つ い て 、 年 度 内 の発 注 を 目 指 す 。 の ベ ア リ ン グ が 経 年 劣 化 した た め 、 湛 水 防 除 施 設 事 業と し て 実 施 す る も の 。 工 事 査 や 地 質 調 査 、 補 償 調 査 、用 地 測 量 調 査 な ど の 委 託 費の ほ か 、 建 物 な ど の 基 本 設計 費 を 盛 り 込 み 、 予 算 の 承認 後 、 基 本 計 画 を 策 定 し てか ら 発 注 手 続 き を 進 め て いく 。　
環 境 セ ン タ ー は 新 ご み 処

理 施 設 の 完 成 に 伴 い 解 体中 。 跡 地 に は ス ト ッ ク ヤ ード を 整 備 す る 計 画 で 、 詳 細は 設 計 の 中 で 詰 め て い く 。

　
茨 城 町 は 、 開 会 中 の ２ ０

２ １ 年 第 ４ 回 町 議 会 定 例 会に 補 正 予 算 案 を 提 出 し て いる 。 主 な 事 業 で は 、 農 業 用施 設 の 補 修 工 事 に ３ １ ５ 万円 、 涸 沼 自 然 公 園 の ト イ レの 屋 根 の 改 修 な ど に ２ ３ ６万 円 を 盛 り 込 ん だ 。

1 2月 議

会 は

1 0日 ㈮ に 閉 会 す る 予

定 。　
一 般 会 計 全 体 で は 歳 入 歳

出 そ れ ぞ れ ２ 億 ５ ６ １ ７ 万９ ０ ０ ０ 円 を 追 加 し 、 当 初か ら の 総 額 を １ ２ ３ 億 ４ ４９ ３ 万 円 と す る 。　
農 業 用 施 設 の 補 修 工 事

は 、 沼 崎 地 区 の 排 水 ポ ン プ 　
道 の 駅 は 県 の 那 珂 川 大 橋

架 替 え に 伴 い 移 転 が 必 要 とな っ た こ と か ら 、 候 補 地 を現 施 設 の 隣 接 地 と し て 検 討を 進 め て い る 。 敷 地 規 模 は９ ６ ０ ０ ㎡ 以 上 、 建 物 規 模は １ ４ ０ ０ ㎡ 程 度 と し 、 農産 物 直 売 所 ・ 物 販 施 設 、 情報 発 信 施 設 、 飲 食 施 設 、 屋内 交 流 施 設 、 ト イ レ な ど の配 置 を 想 定 す る 。　
今 回 の 補 正 案 で は 測 量 調

　
企 業 会 計 に つ い て は 、 い

ず れ も 下 水 道 の 管 理 運 営 に係 る 協 定 を 締 結 す る も ので 、 期 間 は

2 2～

2 6年 度 。

　
霞 ケ 浦 常 南 流 域 下 水 道 は

㈱ ウ ォ ー タ ー エ ー ジ ェ ンシ ー 茨 城 営 業 所 と 限 度 額

6 1

億 ４ ０ ７ ２ 万 ８ ０ ０ ０ 円で 、 霞 ケ 浦 湖 北 流 域 下 水 道は 同 社 と 限 度 額

5 8億 ７ ９ ６

２ 万 ６ ０ ０ ０ 円 で 締 結 。　
霞 ケ 浦 水 郷 流 域 下 水 道 は

鹿 島 都 市 開 発 ㈱ と 限 度 額

1 2

億 ５ ０ ３ ４ 万 ９ ０ ０ ０ 円で 、 利 根 左 岸 さ し ま 流 域 下水 道 、 鬼 怒 小 貝 流 域 下 水 道及 び 小 貝 川 東 部 流 域 下 水 道は 共 和 ・ 茨 環 ・ 都 市 環 共 同事 業 体 と 限 度 額

2 6億 ９ ５ ５

０ 万 ２ ０ ０ ０ 円 で 締 結 する 。 　
追 加 で 進 め る の は 、 市 民

文 化 セ ン タ ー ア ク ロ ス や 市役 所 付 近 の 延 長 ２ ０ ０ ｍ ほど の 区 間 。 現 在 、 駅 南 口 から 出 て ３ ０ ０ ｍ ほ ど 先 の 地点 か ら 伸 び る 、 延 長 ３ ５ ０ｍ ほ ど の 区 間 で Ｌ Ｅ Ｄ 化 を進 め て い る 。　
実 施 設 計 は ㈱ つ く ば エ ン

設 計 委 託 費 は

3 5万 円 。

　
涸 沼 自 然 公 園 で は 園 内 施

設 の 整 備 を 計 画 。 ３ カ 所 ある ト イ レ う ち １ カ 所 で 屋 根の 改 修 を 行 う と と も に 、 ブレ ー カ ー の 整 備 を 実 施 す る予 定 。 　
土 木 関 係 で は 道 路 維 持 工

事 に ６ ０ ０ 万 ６ ０ ０ ０ 円 を盛 り 込 み 、 石 塚 地 内 （ １ カ所 ） と 増 井 地 内 （ ２ カ 所 ）の 町 道 で 維 持 補 修 を 行 う 見通 し 。　

1 2月 議 会 に 提 出 し た 補 正

予 算 案 の 主 な 事 業 は 次 の とお り 。　 【 総 務 費 】■ 財 産 管 理
　
□ 町 有 地 管 理 業 務 委 託 ＝

２ ６ ４ 万 円　
□ 撤 去 工 事 ＝

2 8万 ６ ０ ０

０ 円
■ 町 民 セ ン タ ー

　
□ 実 施 設 計 委 託 ＝

5 6万 １

０ ０ ０ 円　 【 衛 生 費 】■ 一 般 廃 棄 物 処 理 施 設 建

ジ ニ ア リ ン グ 結 城 営 業 所（ 結 城 市 ） が 担 当 。 当 初 予算 で は 、 街 路 灯 Ｌ Ｅ Ｄ 化 工事 費 と し て １ ５ ０ ０ 万 円 を計 上 し た 。　
街 路 灯 の Ｌ Ｅ Ｄ 化 を 進 め

る こ と で 、 電 気 量 の 削 減 や快 適 な 交 通 環 境 を 目 指 す 。市 道 ０ １ ０ ９ 号 線 は 、 庁 舎が 移 転 し た こ と に よ り 利 用者 が 増 加 し た た め 、 利 便 性の 向 上 な ど を 図 っ て い く 。　
北 茨 城 市 は 、 ２ ０ ２ ２ 年

度 に 市 が 発 注 す る 物 品 調 達お よ び 委 託 業 務 等 の 入 札 参加 資 格 申 請 を 受 け 付 け る 。受 付 期 間 は

2 2年 ２ 月 １ 日 か

ら

2 8日 ま で 。 資 格 有 効 期 間

は

2 2年 ４ 月 １ 日 か ら

2 3年 ３

月

3 1日 ま で の １ 年 間 。

　
申 請 は 郵 送 を 原 則 と し 、

最 終 日 の 消 印 ま で 有 効 。 要領 や 申 請 様 式 は 、 市 の ホ ーム ペ ー ジ か ら ダ ウ ン ロ ー ドで き る 。　
な お 今 回 の 受 付 は 追 加 分

で 、 こ と し ２ 月 の 定 期 受 付に て 認 定 済 み の 場 合 は 申 請不 要 。 問 い 合 わ せ は 、 総 務課 管 財 係 （ 電 話 ０ ２ ９ ３

－

4 3

－ １ １ １ １ 、  内 線 ３ ３ １  ・

３ ３ ２ ） ま で 。 設　
□ 実 施 設 計 委 託 ＝ ２ ３ １

２ 万 ２ ０ ０ ０ 円　 【 農 林 水 産 業 費 】
■ 農 地

　
□ 地 元 施 工 の 土 地 基 盤 整

備 等 事 業 補 助 金 ＝

1 6万 ９ ０

０ ０ 円　 【 商 工 費 】
■ 観 光 施 設

　
□ 調 査 業 務 委 託 ＝ ２ ５ ５

３ 万 １ ０ ０ ０ 円　
□ 基 本 設 計 業 務 委 託 ＝ １

５ ８ ９ 万 ５ ０ ０ ０ 円　 【 土 木 費 】
■ 道 路 維 持

　
□ 道 路 維 持 工 事 ＝ ６ ０ ０

万 ６ ０ ０ ０ 円
■ 道 路 新 設 改 良

　
□ 調 査 測 量 設 計 委 託 ＝ ４

６ ０ 万 円
■ 公 園

　
□ 維 持 補 修 工 事 ＝ １ ２ ７

万 ６ ０ ０ ０ 円　 【 教 育 費 】
■ 中 学 校 管 理□ 修 繕 ＝

2 7万 ３ ０ ０ ０ 円

下 水 道 の 整 備 ・ 改 築 等 に 尽 力 港 湾 利 用 者 の 安 心 ・ 安 全 を 確 保

茨 城 県 流 域 下 水 道 事 務 所 長 受 賞 茨 城 県 茨 城 港 湾 事 務 所 長 受 賞

　 こ の た び 、 令 和 3  年 度 流 域 下 水 道 事 務 所 建 設 技 術 者 表 彰 を 受 賞 さ れ ま し た こ と 、 誠 に お め で と う

ご ざ い ま す 。 ま た 、 日 頃 よ り 現 場 に お い て 、 県 民 の 安 全 安 心 確 保 の た め 、 下 水 道 の 整 備 ・ 改 築 等 に

ご 尽 力 い た だ き 厚 く 御 礼 申 し 上 げ ま す 。

　 下 水 道 は 、 霞 ヶ 浦 や 那 珂 川 な ど の 公 共 用 水 域 の 水 質 保 全 に 加 え 、 県 民 の 皆 様 の 健 康 や 快 適 な 生 活

環 境 の 保 全 に は 不 可 欠 な 社 会 基 盤 で あ り 、 県 土 の 更 な る 発 展 に 大 き く 貢 献 す る も の で あ り ま す 。

　 今 回 、 令 和 2  年 度 に 完 成 し ま し た 2 9  件 の 建 設 工 事 の 中 か ら 、 特 に 優 れ た 成 績 を あ げ 、 高 い 評 価

を 得 ら れ た 技 術 者 を 表 彰 し た も の で あ り ま す 。 受 賞 さ れ ま し た お 二 方 に は 、 日 頃 の た ゆ み な い 努 力

と 技 術 の 研 鑽 の 賜 物 と 心 よ り 敬 意 を 表 す る 次 第 で あ り ま す 。 今 後 と も 技 術 力 の 向 上 に 努 め ら れ 、 地

域 社 会 発 展 の た め 益 々 ご 活 躍 さ れ る こ と を ご 祈 念 申 し 上 げ ま す 。

　 こ の た び 、 優 秀 建 設 技 術 者 表 彰 を 受 賞 さ れ ま し た 皆 様 方 に は 心 か ら お 祝 い 申 し 上 げ ま す 。

　 本 表 彰 は 、 茨 城 港 湾 事 務 所 が 発 注 し た 令 和 2  年 度 完 成 工 事 8 6  件 の 中 か ら 、 誠 実 か つ 適 正 に 施 工 し 、

優 秀 な 成 績 で 完 成 さ せ た 技 術 者 6  名 の 方 々 を 表 彰 さ せ て い た だ き ま し た 。

　 茨 城 港 は 、 県 土 を 支 え る 社 会 基 盤 の 一 つ と し て 、 物 流 、 人 流 及 び エ ネ ル ギ ー 供 給 の 面 で 重 要 な 役

割 を 担 っ て お り 、 受 賞 者 の 皆 様 が 従 事 し た 工 事 は 、 港 湾 機 能 の 強 化 、 港 湾 利 用 者 の 安 心 ・ 安 全 を 確

保 す る た め の 防 災 機 能 向 上 な ど 、 港 の 更 な る 発 展 に 大 き く 貢 献 す る も の で あ り ま す 。

　 受 賞 者 の 皆 様 に は 、 今 後 と も 優 れ た 技 術 力 を 発 揮 さ れ ま す と と も に 、 Ｉ Ｃ Ｔ を 活 用 し た 生 産 性 向

上 や 人 材 の 育 成 に も 積 極 的 に 取 り 組 ま れ 、 益 々 ご 活 躍 さ れ ま す こ と を ご 期 待 申 し 上 げ ま す 。

ご あ い さ つ ご あ い さ つ
県 流 域 下 水 道 事 務 所 県 茨 城 港 湾 事 務 所

所 長 　 長 山 　 公 信 所 長 　 根 田 　 信 義

■ 県 流 域 下 水 道 事 務 所 表 彰

［ 工 事 名 ］ 3 1 県 単 湖 流 下 第 3 1 － 0 9 － 0 4 0 － 0 － 0 0 2 号 管 渠 開 削 工 事

受 賞 者 ： 監 理 技 術 者 小 松 﨑 　 洋 　 文

市 村 土 建 株 式 会 社
総 合 建 設 業

代 表 取 締 役  市 　 村 　 　 　 順

〒 3 1 5 － 0 1 1 6 　 茨 城 県 石 岡 市 柿 岡  2 7 0 8 － 3

T E L 0 2 9 9 － 4 3 － 1 1 3 6

F A X 0 2 9 9 － 4 3 － 3 0 8 1

■ 茨 城 港 湾 事 務 所 表 彰

［ 工 事 名 ］ 0 2 県 単 整 平 第 0 2 － 0 6 － 2 3 5 － 0 － 0 0 1 号 外 平 潟 漁 港 野
積 場 舗 装 工 事

代 表 取 締 役 社 長  秋 　 山 　 光 　 伯

受 賞 者 ： 主 任 技 術 者 佐 　 藤 　 時 　 雄

〒 3 1 6 － 0 0 2 2 　 茨 城 県 日 立 市 大 沼 町  1  丁 目  7  番  1  号

T E L 0 2 9 4 － 3 4 － 2 2 3 3

F A X 0 2 9 4 － 3 4 － 6 9 1 0

■ 県 流 域 下 水 道 事 務 所 表 彰

［ 工 事 名 ］ 3 1 国 補 那 久 流 下 第 3 1 － 0 9 － 0 7 0 － 0 － 0 0 3 号 管 路 施 設
改 築 工 事 （ 那 珂 湊 幹 線 そ の 1 1 ）

株 式 会 社  亀 山 工 務 店
代 表 取 締 役  飯 　 塚 　 　 　 仁

受 賞 者 ： 監 理 技 術 者 稲 　 富 　 昌 　 則

〒 3 1 1 － 1 2 3 1 　 茨 城 県 ひ た ち な か 市 柳 沢  6 5 9 － 1

T E L 0 2 9 － 2 6 3 － 6 7 2 2

F A X 0 2 9 － 2 6 3 － 7 1 2 2

■ 茨 城 港 湾 事 務 所 表 彰

［ 工 事 名 ］ 3 1 国 補 常 改 第 3 1 － 0 6 － 1 8 4 － 0 － 0 0 1 号 外 常 陸 那 珂 港
区 中 央 防 波 堤 ケ ー ソ ン 製 作 工 事

代 表 取 締 役  岡 　 部 　 英 　 明

受 賞 者 ： 監 理 技 術 者 竹 　 島 　 　 　 寛

〒 3 1 6 － 0 0 0 3 　 茨 城 県 日 立 市 多 賀 町 二 丁 目  1 0  番  7  号

T E L 0 2 9 4 － 3 6 － 1 6 8 1

F A X 0 2 9 4 － 3 2 － 0 2 4 8

■ 茨 城 港 湾 事 務 所 表 彰

［ 工 事 名 ］ 3 1 県 単 常 臨 第 3 1 － 0 6 － 0 9 0 － Ｚ － 0 0 2 号 常 陸 那 珂 港 区
浚 渫 土 砂 処 分 場 護 岸 築 造 工 事 （ ① 工 区 西 ）

取 締 役 会 長  石 　 津 　 健 　 光
代 表 取 締 役  石 　 津 　 正 　 美

受 賞 者 ： 監 理 技 術 者 鈴 　 木 　 俊 　 介

本 社 　 〒 3 1 4 － 0 1 3 4 　 茨 城 県 神 栖 市 賀  2 1 0 8  番 地  8

T E L 0 2 9 9 － 9 2 － 3 8 7 5  ㈹ 　 F A X 0 2 9 9 － 9 2 － 5 5 0 5

茨 城 県 出 先 事 務 所  成 績 優 秀 な 管 内 を 代 表 す る 技 術 者 紹 介 広 告 企 画 ・ 制 作 　 建 設 未 来 通 信 社 広 告 部

令 和 3 年 度 優 秀 建 設 技 術 者 表 彰
～ 建 設 業 の 健 全 な 振 興 発 展 に 大 き な 貢 献 ～

優 秀 な 技 術 力 を 誇 り に

更 な る 地 域 発 展 に 尽 力

建 設 未 来  「 電 子 版 」
新 聞 よ り 早 く 情 報 提 供無 料 配 信 中

城 里 町 補 正 案

道 の 駅 に 調 査 設 計 費
石 塚

な
　

　
ど ３ カ 所 で 維 持 補 修

涸 沼 公 園

ト イ レ 屋 根 改 修

農 業 用 施 設 を 補 修

茨 城 町 補 正 案

中 央 町 外継 続 区 間

年 度 内 に も 発 注

街 路 灯 Ｌ Ｅ Ｄ 化 へ

結 城 市

物 品 調 達 等 受 付来 年 ２ 月 １ 日

か
　

　
ら

《 北 茨 城 市 》

長 大 グ ル ー プ と 協 定 締 結

洞 峰 公 園 管 理 運 営 に 8. 8 億

茨 城 県 ／ 新 規 の 債 務 負 担 行 為


